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バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
サ
バ
ー
ル
で
、
２
０

１
３
年
４
月
に
発
生
し
た「
ラ
ナ
・
プ
ラ
ザ
」

倒
壊
事
故
。
１
１
２
９
人
が
死
亡
し
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
過
去
最
悪
の
産
業
事
故
に

な
っ
た
。
ラ
ナ
・
プ
ラ
ザ
に
は
、
当
時
５
つ
の

縫
製
工
場
が
入
り
、
従
業
員
は
３
千
人
以
上

い
た
と
い
う
。

　

ラ
ナ
・
プ
ラ
ザ
は
、
商
業
用
ビ
ル
と
し
て

建
築
さ
れ
た
が
、
複
数
の
縫
製
工
場
の
入
居

に
対
応
す
る
た
め
に
、
既
存
の
５
階
の
上
に

３
階
を
違
法
に
建
て
増
し
し
た
。　

　

崩
壊
前
日
、
建
物
に
亀
裂
が
発
見
さ
れ
、
警

察
か
ら
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
ビ
ル

オ
ー
ナ
ー
は
そ
れ
を
無
視
。従
業
員
は
強
制
的

に
働
か
さ
れ
、
ビ
ル
崩
壊
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ

た
。
同
国
で
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
０
９

年
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
２
１
３
の
工
場
火
災

で
、
４
０
０
人
以
上
の
労
働
者
が
死
亡
し
た
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
は
、
こ
の
崩
壊
事

故
を
受
け
、
安
全
面
で
問
題
が
あ
る
と
し
、

ダ
ッ
カ
に
あ
る
16
の
衣
料
品
工
場
、
チ
ッ
タ

ゴ
ン
に
あ
る
２
つ
の
衣
料
品
工
場
の
閉
鎖
を

指
示
。
５
千
あ
る
国
内
の
全
工
場
に
検
査
を

命
じ
た
。
７
月
に
は
労
働
法
が
改
正
さ
れ
、

労
働
者
は
工
場
所
有
者
の
許
可
な
し
で
労
働

組
合
の
結
成
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
は
６
月
、
工
場
崩
壊
を

き
っ
か
け
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
対
し
一

般
特
恵
関
税
制
度
を
凍
結
し
た
。
７
月
に
発

表
し
た
行
動
計
画
で
は
、
安
全
基
準
違
反
者

に
罰
則
を
課
す
一
方
、
労
働
、
火
災
、
建
物
に

関
す
る
検
査
官
の
数
を
増
や
す
こ
と
を
求
め

て
い
る
。

　

企
業
の
動
き
と
し
て
、
欧
州
の
主
要
ア
パ

レ
ル
企
業
は
５
月
、「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
火

災
と
建
築
安
全
に
関
す
る
協
定
」に
署
名
し

た
。
プ
ラ
イ
マ
ー
ク
、
Ｈ
＆
Ｍ
、
マ
ン
ゴ
ー
、

Ｚ
Ａ
Ｒ
Ａ
、
マ
ー
ク
ス
＆
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ベ

ネ
ト
ン
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
計
86
社
が
参
加
し
、

１
社
当
た
り
５
年
間
で
最
大
２
５
０
万
㌦

（
２
億
５
千
万
円
）の
資
金
援
助
を
行
う
。

　

一
方
、
北
米
で
は
前
米
上
院
議
員
２
人
の

指
導
の
下
に「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
労
働
者
の

安
全
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」が
７
月
に
設
立
さ
れ

た
。
こ
の
５
年
間
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
支
持
の

た
め
に
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
、
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
が
、

「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
労
働
者
の
安
全
の
た
め

の
同
盟
」を
結
成
、
北
米
の
20
社
が
参
加
し
て

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、ビ
ル
倒
壊
の
教
訓

し
も
た
や
・
た
け
し　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
欧
州
と
日

本
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
懸
け
橋
と
な
る
べ
く
２
０
１
０
年
サ
ス
テ
イ
ナ

ビ
ジ
ョ
ン
を
ロ
ン
ド
ン
に
設
立
、
代
表
取
締
役
。
英
国
イ
ー
ス

ト
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
環
境
科
学
修
士
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学

Ｍ
Ｂ
Ａ
。
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い
る
。
こ
れ
ま
で
に
合
計
４
千
２
０
０
万
㌦

（
４
億
２
千
万
円
）の
資
金
調
達
を
し
、
工
場

が
安
全
性
を
改
善
す
る
た
め
に
１
億
㌦

（
１
０
０
億
円
）を
追
加
融
資
す
る
。

　

北
米
企
業
が
別
に
同
盟
を
立
ち
上
げ
た
背

景
と
し
て
、「
欧
州
企
業
の
世
界
協
定
は
、
企

業
に
無
限
に
責
任
を
負
わ
せ
る
も
の
」と
し
、

「
資
金
使
途
に
つ
い
て
明
確
な
説
明
を
せ
ず
、

民
間
企
業
か
ら
の
大
規
模
な
資
金
調
達
を
求

め
て
い
る
た
め
」と
し
て
い
る
。

　

欧
州
企
業
と
北
米
企
業
の
思
惑
の
違
い
か

ら
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
労
働
者
に
対
す
る
安

全
対
策
の
動
き
が
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
は

残
念
だ
が
、
双
方
と
も
企
業
の
責
任
と
し
て

積
極
的
に
関
与
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
評
価

で
き
る
。
今
回
の
件
で
明
確
に
な
っ
た
の
は
、

１
社
で
企
業
責
任
を
果
た
す
に
は
限
界
が
あ

り
、
企
業
間
で
の
協
調
行
動
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
点
だ
。

　

同
じ
よ
う
な
事
故
は
今
後
、
開
発
途
上
国

で
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
日
本
企
業
に

と
っ
て
も
他
人
事
で
は
な
い
。
先
進
国
が
、

途
上
国
か
ら
搾
取
す
る
構
造
か
ら
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
考
え
た
企
業
責
任
を
自

社
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
対
応
し
て
い

く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
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